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蘇
芳
集
同
人
の
金
田
き
み
子
さ
ん
が
三
月
四
日
に
逝
去
さ
れ
た
。〈
七
日
粥
齢
し

づ
か
に
深
め
つ
つ
〉。
遺
作
と
な
っ
た
三
月
号
の
作
品
七
句
の
透
明
感
は
心
に
沁
み

る
。「
朝
」
埼
玉
支
部
長
と
し
、
ま
た
「
朝
」
吟
行
会
幹
事
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

た
在
り
し
日
の
お
姿
を
偲
び
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
世
界
的
な
規
模
と
な
っ
た
た
め
、
四
月

二
十
四
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
「
栞
」
創
刊
三
周
年
記
念
の
集
い
は
、
開
催
を
延
期

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
笑
顔
で
集
い
合
え
る
日
を
待
ち
た
い
。

「
栞
」
創
刊
三
周
年


